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特別な冬を届ける
霧幻峡の渡し 冬季運航
今年は期間限定で冬期間も運航
している霧幻峡の渡し。屋根付
きの舟に乗り、伝統菓子のゆべ
しや金山産の餅などを堪能しな
がら、普段は味わえない体験が
できます。



守り

活かす

「知り・守り・活かす」を学ぶ
森林環境税で楽しく

知り

福
島
県
森
林
環
境
税
は
、
森
林
環
境
の
保
全
・
森
林
を
守
り
育

て
る
意
識
の
醸
成
を
目
的
に
導
入
さ
れ
、
金
山
町
で
も
様
々
な
取

組
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
森
林
環
境
税
や
町
内
の
活
用
事

例
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
森
林
の
機
能

森
林
は
、
土
砂
災
害
防
止
や
洪
水
の
緩
和
、

水
質
浄
化
や
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ
る
環
境

保
全
、
木
材
や
食
料
の
生
産
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
の
が
福
島
県
森
林
環
境
税
で

す
。福

島
県
森
林
環
境
税
と
は

県
土
の
約
70
％
を
占
め
る
森
林
を
県
民
共

有
の
財
産
と
し
て
守
る
た
め
、
平
成
18
年
か

ら
福
島
県
森
林
環
境
税
は
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
住
民
税
均
等
割
と
併
せ
て
１
人
年
間
１
，

０
０
０
円
が
徴
収
さ
れ
、
森
林
の
整
備
お
よ

び
そ
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
財
源
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
か
ら
は

「
ふ
く
し
ま
森も

林り

づ
く
り
県
民
税
」
に
名
称

が
変
わ
り
、
さ
ら
な
る
税
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

金
山
町
に
お
い
て
は
、
森
林
を
「
知
り
・

守
り
・
活
か
す
」
取
組
を
通
し
て
、
身
近
な

自
然
へ
の
関
心
を
高
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

実 施 容内

・（小・中学校）森林の機能・役割を広範囲
に学ぶ森林環境学習の推進や木工教室の開催
・森と人との関わりや資源の循環利用を理解
することを目的とした、森林体験教室の開催

・またたび細工について、その技術の継承と
材料の加工を通じ、森林環境の保護や森林資
源を活用できる人材養成

・森林景観向上や鳥獣被害防止のための森林整備（高倉地区、約 2.5ha）

整備前 整備後
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守り

活かす

「知り・守り・活かす」を学ぶ
森林環境税で楽しく

知り
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今
回
紹
介
し
た
福
島
県

森
林
環
境
税
の
他
に
も
、

森
林
環
境
譲
与
税
が
あ
り

ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
例
と
し
て
、
森
林

所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経

営
管
理
を
実
行
で
き
な
い

場
合
に
、
市
町
村
が
森
林

の
経
営
管
理
の
委
託
を
受

け
実
施
す
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
す
。

環
境
保
全
や
防
災
、
水

の
浄
化
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
私
た
ち
を
支
え
て
く

れ
る
森
林
を
こ
れ
か
ら
も

守
り
、
未
来
の
暮
ら
し
へ

還
元
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
林
業
係

☎
54

－

３
２
２
２

森
林
を
大
切
に
し
て

未
来
へ
還
元



TOWN TOPICS
町の話題

新春交歓会・
自治功労者表彰実施
１月９日、和泉屋において新春交歓会およ
び自治功労者表彰式が行われました。約５０
名が参加し、うち３名に日頃の功績を称え表
彰状が贈られました。会食を含めた実施は令
和２年１月以来、６年ぶりでした。

県中体連スキー大会で奮闘
東北大会出場決定
１月１３日～１５日、フェアリーランドかねや

まスキー場において、第６８回福島県中学校体育
大会スキー大会が行われ、町からは金山中学校の
生徒５名が出場しました。３年菅

か ん け

家慎
し ん ご

虎さん（川
口）と１年目

め ぐ ろ

黒結
ゆ う た

詩さん（川口）が東北大会出場
権を獲得し、町長へ報告に訪れました。菅家さん
は「２年生のときは大会前に体調不良で出場でき
なかったため、今回は体調万全で練習の成果を発
揮し東北大会出場を決めることができて良かった」、
目黒さんは「初めての大会だったが、ジャイアン
トスラロームとスラロームの２種目で東北大会に
出場できることが嬉しい」と述べました。

町長へ東北大会出場を報告
（左から菅家さん、目黒さん）

特別功労章を受章した鈴木茂さん（板下）

今後の地域づくりを考える貴重な時間になりました

地域づくりを考える出前講座
１月１７日、横田公民館において地域づ
くりを考える出前講座が行われ、約２０名
が参加しました。持続可能な地域コミュニ
ティ実現に向けた、湯川村勝常区活性化対
策委員会の方による事例発表や、参加者に
よるグループワークが行われ、町の未来に
ついて語り合いました。
町では今後も地域づくりを考える機会を
設ける予定です。
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TOWN TOPICS
町の話題

甘酒や栗どら焼きなどを堪能

「美味しくなあれ」と気持ちを込めて

「よいしょ～よいしょ～」と
保育所で餅つき
１月２１日、川口保育所において餅つ
きが行われました。頭にはちまきを巻い
て、年長児から順に子ども用の小さな杵
を使って、「よいしょ～よいしょ～」と大
きな掛け声に合わせて餅をつきました。
出来立ての餅はとても美味しく、長く
伸びる餅に感動しながら、子どもたちは
お腹いっぱい餅を食べました。

台湾プロモーションで
魅力を発信
１月２３日～２７日、金

きんざんく

山區、台
たいぺい

北周辺
で台湾プロモーションが行われました。台
北メトロシアターでのあいせき列車只見線
の上映を始めに、町の映像放映、金山名物
の振る舞いや赤べこ絵付け体験によるＰＲ
活動を行いました。最終日は金山區で映画
３部作の特別上映とおにぎり・なめこ汁の
振る舞いが行われ、「金山のお米は美味しい」
「ぜひ金山に来訪したい」と楽しい交流と
なりました。今回は福島県や近隣町村との
合同開催となり、より効果的なプロモーシ
ョンとなりました。

怖くても果敢に立ち向かう子どもたち

福を呼び込む
川口保育所豆まき
２月３日、川口保育所において豆まきが
行われました。子どもたちは自身で作成し
たお面をつけ、福が訪れるように願い食堂
やお遊戯室で豆まきを行いました。その後
本物の鬼が部屋に入ってくると、「鬼は
外！」と声を張り上げながら力いっぱい豆
をぶつけ、子どもたちの頑張りで無事鬼を
部屋から追い出すことができました。
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お
じ
ゃ
ま
し
ま
すと

感
じ
て
い
ま
す
。

「
み
み
を
す
ま
す
」
は
、
太
郎
布

で
の
生
活
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
山
菜
や
き
の
こ
、
自
家
栽
培

の
お
米
な
ど
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ

り
提
供
し
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
か

ら
は
山
が
見
え
る
間
取
り
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
調
理
を
し
な
が
ら
山
の

豊
か
さ
が
料
理
に
加
わ
れ
ば
良
い
な

と
い
う
気
持
ち
も
込
め
ま
し
た
。

未
来
の
太
郎
布
地
区

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に

住
み
や
す
い
空
間
を
整
え
、
そ
の
結

果
、
宿
泊
さ
れ
る
方
々
に
益
々
豊
か

に
な
る
こ
の
地
区
の
豊
か
さ
を
、
一

緒
に
体
験
し
て
頂
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。

農
家
民
泊
「
み
み
を
す
ま
す
」

八は
ち
す須

友ゆ
う
ま磨

さ
ん

（
太
郎
布
）

町
は
「
新
規
起
業
者
支
援
事
業
補

助
金
」
で
、
町
内
で
起
業
す
る
方
を

対
象
に
、
事
業
所
等
の
新
築
や
改
装

な
ど
に
係
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

補
助
金
で
民
泊
の
基
盤
を
整
備

補
助
金
は
、
主
に
寒
さ
対
策
の
た

め
の
断
熱
材
と
キ
ッ
チ
ン
の
改
修
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民

泊
の
空
間
を
整
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

お
客
様
を
も
て
な
す
基
盤
が
で
き
た

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

表

彰

自
治
功
労
者
表
彰

暮
ら
し

冬
に
な
る
と
里
地
で
も
エ
サ
が
少

な
く
な
り
、
若
く
経
験
の
少
な
い
ク

マ
は
冬
眠
穴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
空
き
家
や
倉
庫
な
ど
に

侵
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
戸

締
り
や
定
期
的
な
見
回
り
を
行
い
、

周
辺
を
観
察
し
て
音
を
立
て
て
か
ら

近
づ
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…福

島
県
自
然
保
護
課

☎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
２
１
０

ク
マ
の
建
造
物
侵
入
に
注
意

白銀に包まれる「みみをすます」
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自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、
１
月
９

日
和
泉
屋
で
行
わ
れ
、
鈴
木
茂
さ
ん

（
板
下
）
が
特
別
功
労
章
、
渡
部
秋

子
さ
ん
（
田
沢
）
と
横
田
ミ
ヤ
子
さ

ん
（
横
田
）
が
善
行
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
５
年
３
か
月
に
わ
た

り
消
防
団
長
を
務
め
ら
れ
町
政
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
部
さ
ん
は
29
年
、
横
田

さ
ん
は
27
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
を
務
め
て
お
ら
れ
、
健
康
維

持
や
地
域
間
交
流
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
特
別
功
労
章

鈴
すず
木
き
茂
しげる
さん

（板下）

渡
わたなべ
部 秋

あき こ
子さん

（田沢）
横
よこ
田
た
　ミヤ子

こ
さん

（横田）

▼
善
行
章



保
健
福
祉

令
和
８
年
度
の
健
診
か
ら
新
し
く

『
１
日
の
推
定
食
塩
摂
取
量
』
の
測

定
が
で
き
ま
す
。
１
日
に
摂
取
し
て

い
る
お
お
よ
そ
の
塩
分
量
を
測
定
で

き
る
検
査
で
、
健
診
の
際
に
提
出
す

る
尿
を
使
っ
て
検
査
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
健
診
意
向
調
査
票

を
２
月
中
旬
に
各
世
帯
へ
配
布
す
る

予
定
で
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に

健
診
を
受
け
て
、
推
定
食
塩
摂
取
量

を
測
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
町
の
総
合
健
診
で
尿
検
査
を
実
施

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
が

ん
検
診
の
み
の
受
診
の
方
や
人
間

ド
ッ
ク
、
医
療
機
関
で
の
健
診
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
な
ぜ
塩
分
を
は
か
る
の
？

塩
分
摂
取
が
過
剰
に
な
る
と
、
心

疾
患
や
脳
血
管
疾
患
、
慢
性
腎
臓
病

な
ど
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。

金
山
町
で
は
が
ん
、
老
衰
に
次
い

で
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
で
亡
く
な

る
方
が
多
い
現
状
で
す
。
ま
ず
は
自

分
の
塩
分
摂
取
量
を
知
り
日
頃
の
食

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

▼
高
額
療
養
費
制
度
と
は

ひ
と
月
の
医
療
費
が
基
準
額
（
自

己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
金
額
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
基
準
額
は
年
齢
や
所
得
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
高
額
療
養
費
制
度
を
受
け
る
に
は

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
方

①
マ
イ
ナ
保
険
証

②
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
ま
た
は
限
度
額
適
用

認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

①
マ
イ
ナ
保
険
証

②
限
度
区
分
が
併
記
さ
れ
た
資
格

確
認
書

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
方

は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る

だ
け
で
、
基
準
額
を
超
え
た
金
額
の

お
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
②

は
不
要
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
国
保
、
後
期
高
齢
と
も
に
②
の

申
請
が
必
要
と
な
り
、
発
行
さ
れ
た

②
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
ご
提
示
く

だ
さ
い
。（
国
民
健
康
保
険
の
方
は
、

資
格
確
認
書
と
共
に
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

年
齢
や
所
得
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
保
健
福
祉
課
保
健
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

（
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
以
外
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
加
入
の
保
険
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

令
和
８
年
度
町
総
合
健
診
か

ら
推
定
食
塩
摂
取
量
を
測
定

し
ま
す

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
は
高
額
療
養
費
が
支
給
さ

れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て
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福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
様
の
医
療

費
や
健
康
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
受
診
さ
れ
た
医

療
機
関
か
ら
の
請
求
書
に
基
づ
き
、

毎
年
１
回
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
１

月
～
12
月
ま
で
の
期
間
の
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
、
令
和
８
年
２
月

下
旬
よ
り
順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、

到
着
し
ま
し
た
ら
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
県

内
全
域
に
順
次
発
送
す
る
関
係
上
、

個
別
の
発
送
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を
急
が
れ
る
場
合
は
、
領

収
書
に
よ
り
申
告
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
医
療
費
控
除
の
詳

細
に
関
す
る
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
医
療
費
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

１
０
１

－

６
２
２

（
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）



こ
れ
か
ら
の
予
定

私
の
言
い
た
い
こ
と
発
表
会

災
害
情
報
等
案
内
サ
ー
ビ
ス
の

電
話
番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
大

規
模
更
新
に
伴
い
、
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
（
消
防
本
部
指
令
課
）
は
移
転

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
移
転
に
合
わ

せ
て
「
災
害
情
報
等
案
内
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
話
番
号
も
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
電
話
番
号

•

現
在

０
２
４
２

－

93

－

６
１
１
９

•

新０
５
０

－

５
５
３
６

－

５
０
５
４

電
話
番
号
は
令
和
８
年
３
月
９
日

そ
の
他

か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
坂
下
消
防
署

金
山
出
張
所

☎
55

－

３
１
０
０

▼
採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

•

会
計
年
度
任
用
職
員

一
般
事
務
：
８
名

保
育
補
助
：
１
名

用
務
員
：
１
名

▼
受
験
資
格

•

一
般
事
務
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
普
通
自
動
車
免
許

•

そ
の
他
：
普
通
自
動
車
免
許

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

２
月
19
日
（
木
）
ま
で

▼
試
験

２
月
24
日
（
火
）
に
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
申
込
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

申
し
込
み
希
望
の
方
は
、
役
場
総

務
課
も
し
く
は
横
田
出
張
所
に
備
え

付
け
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54

－

５
１
１
１

令
和
８
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

募

集

▼
開
設
場
所

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
１
階
大
会
議
室

（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

▼
開
設
期
間

２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
16
日

（
月
）
※
土
、
日
、
祝
日
除
く

▼
開
設
時
間

午
前
９
時
15
分
～
午
後
４
時

申
告
書
作
成
会
場
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
追
加
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定

し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
が
無
効
化
さ
れ
て
い
な
い
か
事
前

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２

－

27

－

４
３
１
１

（
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
）

確
定
申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す

8広報かねやま　８. ２. １２

★
２
月
★

▼
18
日
（
水
）

•

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日
（
金
）

•

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
21
日
（
土
）

•

手
工
芸
・
伝
統
食
品
展
示
会

横
田
公
民
館

★
３
月
★

▼
１
日
（
日
）

•

卒
業
証
書
授
与
式

川
口
高
校

•

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
～
７
日
）

▼
６
日
（
金
）

•

町
議
会
３
月
定
例
会
（
～
12
日
）

▼
11
日
（
水
）

•

行
政
相
談

午
前
10
時
～
正
午

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
13
日
（
金
）

•

卒
業
証
書
授
与
式

金
山
中
学
校

•

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
日
時

２
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

▼
場
所

ゆ
う
ゆ
う
館

大
広
間

今
年
も
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
発
表
者
等
の
詳
細

は
、
別
に
配
布
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎
54

－
５
３
６
１



金山町の人口（ 2月 1日現在）
世 帯 数� 972世帯（−９）
人　　口� 1,680人　（−10）
　 男 � 830人　（−９）
　 女 � 850人　（−１）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あの人この人
１月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

若　林　虝　一（87歳）沼　沢

五ノ井　礼　子（88歳）小栗山

今月の納税
⃝国民健康保険税� ６期
⃝後期高齢者医療保険料� ７期
⃝介護保険料� ６期

納期限は
３月2日
納め忘れにご注意ください

12
月
16
日
～
1
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

１
０
７
件

⃝

寄
付
金
額

二
百
十
一
万
四
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

町
の
教
育
に
つ
い
て
関
係
者
が
自

由
に
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、

金
山
町
の
教
育
を
語
る
会
を
開
催
し

ま
す
。
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
場
所

開
発
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

☎
54

－

５
３
６
０

教
育
を
語
る
会
開
催

３
月
１
日
～
７
日
ま
で
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

各
事
業
所
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

消
防
署
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
、

春
の
火
災
予
防
運
動

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
、
尊
い

命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎
55

－

３
１
０
０
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自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示
しています。
（測定年月日 令和７年１２月２０日～令和８年１月３１日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値
は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場で
行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　林業係　☎５４－５３２２（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）

地下水 3 3 ND

金山町公式ＬＩＮＥで情報を配信しています！

２月１日現在の登録者数
５０１人

友だち登録お願いします

ご
寄
付
に
感
謝



かねやまの支え 愛

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

かねやまの支え

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp
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